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①　小中学校大規模改造補強事業

②　中津川公園整備事業（野球場他）

③　情報通信ネットワーク整備事業

④　蛭子座改修事業

⑤　駅前再整備事業（にぎわいプラザ他）

⑥　UIターン者用住宅整備事業
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(参考)　新図書館建設事業                

⑥　UIターン者用住宅整備事業　 　  　　

⑤　駅前再整備事業（にぎわいプラザ
他） 

④　蛭子座改修事業　　　　　　　　　　　

③　情報通信ネットワーク整備事業　　　

②　中津川公園整備事業（野球場他） 　

①　小中学校大規模改造補強事業　　　

国の補助金など 国が補う市の借金 市が返す借金 市のお金

【単位：％】

 

  

 

 

 

 
 

 
  借金を返す以上に借りないとの方針に沿い、市全体の借金残高を、平成 16 年度末から平成 22 年度

末までに約 193 億円減らしてきました。 
 

 

 

【借金残高の推移と実施してきた主な事業】 
     元金返済額   新規借入額   施設整備に係る国補助金など  

             
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※主な事業の借金は、合併特例債が使われています。（利子は含んでいません。） 

【単位：百万円】 

（2,572 百万円） 

（ 503 百万円） 

（1,711 百万円） 

（3,141 百万円） 

（ 466 百万円） 

（ 848 百万円） 

（1,810 百万円） 

方針１ 借金を返す以上に借りません 
 

中津川市財政の健全化への道すじ 

方針２ 国、県の補助金をより多く獲得し、少ない市のお金で事業を実施します 

 

合併後、「健全財政を推進するための 5 つの方針」に沿って 

しっかりと仕事をしながら借金を減らしました 

借
金
残
高
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【
棒
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フ
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【財源内訳】 

【実施年度】 

■国の補助金など■国が補う市の借金 ■市が返す借金 ■市のお金 

国などの負担          市の負担 

50% 

国補助金などを活用した主な事業 

① 小中学校大規模改造補強事業 

           （耐震化事業） 

② 中津川公園整備事業 

（野球場他） 

③ 情報通信ネットワーク整備事業 

           （光ファイバー網） 
④ 蛭子座改修事業 

⑤ 駅前再整備事業 

          （にぎわいプラザ他） 

⑥ UI ターン者用住宅整備事業 

（参考） 新図書館建設事業 
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一般会計

有利でない借金

合併特例事業債

辺地対策事業債

過疎対策事業債

臨時財政対策債

（億円）

H18
599.3

H19
931.3

H20
286.8

H21
727.0

H22
758.2

0 1,000 2,000 3,000

繰上返済額

利子の節約額 109.9 50.6 65.3 62.529.8

【単位：百万円】

 
 

  借金残高に占める有利な借金の割合は、合併直後の平成 16 年度末の約 20％から平成 22 年度末は約

57％と大幅に増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※有利な借金とは 
    同じ借金でも、返す時に国が交付税で出してくれる借金です。 

（合併特例債では、当市の場合借金返済額の約 35％を国が出してくれます。） 
※臨時財政対策債とは 

・国が市に必要な交付税を配分するお金が不足する場合、不足分を国と市で半分ずつ負担します。 
・市は「臨時財政対策債」という借金で負担しますが、その返済額は国が交付税で面倒を見てくれます。 
 

 

 

 平成 18 年度から計画的に返済しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
計画的な削減により、職員数（特別職、医療機関を除く）を合併直後の 1,086 人から平成 23 年度 
には 842 人へと 244 人減少させ、人件費を 77.9 億円から 61.7 億円へと約 16 億円減少させました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※職員人件費は、平成 21 年度までは決算額、平成 22 年度・平成 23 年度は予算額です。 
※職員数は、平成 16 年度は合併直後、平成 17 年度以降は年度当初の職員数（特別職、医療機関を除く）です。 
 
 

【単位：億円】 

＜有利な借金＞ 

お問い合わせ先 企画部 企画財務課  0573－66－1111(内線 333) 
  zaisei@city.nakatsugawa.lg.jp 

方針３ 合併特例債など、返す時に国がお金を一部出してくれる有利な借金を活用します 
 

方針４ 利率の高い借金は、繰上げ返済により早く返します 
 

方針５ 市役所改革を実施し、総人件費を抑制します 
 

約 57％ 約 20％ 

７年間で 

職員数 244 人減 

人件費約 16 億円減 

【一般会計の借金残高の構成】 

利子の節約 合計約 3億 1810 万円 

合計 

約33億260万円

H18
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H19
931.3

H20
286.8

H21
727.0

H22予定
758.2

0 1,000 2,000 3,000

繰上返済

額

利子の節

約額 109.9 50.6 65.3 45.429.8
利子の節約額

累計3億100万円

繰上返済

累計33億260万円

【単位：百万円】

計 

約33億260万円 

 

合計 

約3億1810万円 

 

5 年間で割合を 57%に 

人件費（退職金を除く） 

職員数 

【一般会計の借金残高の構成】 


